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Abstract: This paper shows the technology and problems of the present situation of Bluetooth.
The Bluetooth is short-distance radio standard that enables devices such as PCs, laptops and mobile
phones to communicate at distances of up to 10 meters.Ages of the Bluetooth is about to be coming.

1 はじめに

数年前に提唱された Bluetoothであるが，最近の１年
間はこれといった進歩はなかった．しかし，今年に入り

Bluetoothを搭載したデバイスが多数発表され，急激に
ブレイクしようとしている．本発表では，Bluetoothの
技術を説明した上で，現状での Bluetoothの問題点につ
いて述べる．

2 Bluetoothについて

Bluetoothは Ericsson社というスウェーデンの携帯電
話会社が 1996年に提唱した規格である．現在では Er-
icsson，ノキア，東芝，インテル，そして IBMが中心と
なり標準化を進めている．また，これに賛同する企業は

現在，全世界で 2000社を超えており，製品が世に普及
するための準備は充分整っている．

Bluetoothは携帯電話，PC，プリンタ，FAXなどの
データ通信だけでなくワイヤレスヘッドセット1などの

音声通信も可能にする．また，カバーレンジを 10mと
いう短距離にし，転送レートも必要以上のものを要求し

ない事により，小型・低消費電力を実現している．

3 Bluetoothについての技術

3.1 基本仕様 1)

Bluetoothは，カバーレンジやデータ転送速度を犠牲
にすることによって，ワイヤレスで小型化ということに

重点をおいて，開発されいる．また，周波数ホッピングス

ペクトラム拡散通信方式を用い，2.4GHz帯の ISM2バン

ドで 79MHzの幅を使用し，データ転送速度は約 1Mbps
という基本仕様になっている．

周波数ホッピングスペクトラム拡散通信方式とは，デー

タをパケット化し，1秒間を 1600回の送受信に区切り，
79MHzの幅を 1MHzごとにチャンネルを変化させなが
らそれぞれの周波数帯域に順次変えて，通信を行う方式

1携帯電話と組み合わせてハンズフリー通話を可能にするヘッドホ
ン

2Industory Science Medical:世界的に使用することができ，直接
ユーザーが使用許可取らずに使うことができる周波数帯域．

である．このため，他の機器と干渉する度合いや確率は

少ないという特徴がある．また，複数の機器が共存する

空間内で複数の独立した通信リンクを実現し，通信を安

定的に保持する事が可能となっている（Fig. 1の機器A
～B間と C～D間はそれぞれ干渉しない）．よって，仮
に広い周波数帯で干渉が起こった場合でも，79MHz幅
のすべてが干渉されない限り，データ通信は理論上可能

である（Fig. 1のグレイの部分がエラーとなっても全体
のごく一部であるため，訂正が容易である）．もちろん，

使えない周波数帯の幅が広ければ，データ転送速度は落

ちるが，急に使えなくなるといったことはなく，干渉が

はじまると徐々にスループットが落ちていくような感じ

になる．Bluetoothがノイズ干渉に強いと言われている
のは，このような通信方式を採用しているからである．

Fig. 1 通信方式

更に，ピコネットと呼ばれるネットワーク通信路形成

のしくみも採用している．ピコネットは，1台のマスタ
（親機）と 7台までのスレーブ（子機）から構成される
機器群が共通の周波数を用いるネットワークとなる．ピ

コネットの構成を Fig. 2の (a)と (b)に示す．マスタは，
ピコネットにおける通信の一切を制御する．スレーブは

マスタからの勧誘によってのみ，通信が許されるため，

ピコネット内では，パケットの衝突や隠れ端末問題3は
32つ以上の機器が，互いの存在に気づかない隠れ端末状態になり，
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ない．マスタとスレーブの役割は通信開始時に割り当て

られるが，通信の最中にも交代でき，機器固有の性質で

はない．

この他の特徴として，無視向性や，アドホックと呼ば

れるユーザの意識なしに設定を変えることなく自発的に

接続してくれる機能を有している．

Bluetoothの基本仕様を Table 1に示す．

Table 1 Bluetoothの基本仕様
周波数帯域 2.4GHz(ISMバンド )

データ転送速度 1Mbps(Ver.2.0で 2Mbps以上を予定)

音声 64kbps(3ch)

データ 432.6kbps(全二重モード )
　 721kbps/56kbps(非対称モード )

ネットワーク 1:1/1:n(7台まで)

3.2 次世代仕様

次世代仕様として，Bluetooth2.0が開発段階に入って
いて，2001年第 2四半期に仕様が決定する．このバー
ジョンでは，転送速度が 10Mbpsに引き上げられ，ネッ
トワークの拡張仕様である”スキャタネット 2) ”への

対応が予定されている．これが実現すると，ネットワー

クの台数が 8台以上でも可能となる．スキャタネットで
は，通信に参加するピコネットを時分割で切り替えるこ

とにより，各機器は複数のピコネットに所属できる．ス

キャタネットの構成を Fig. 2の (c)に示す．

Fig. 2 ピコネットとスキャタネット

4 Bluetoothを取り巻く環境

4.1 競合 3)

周波数帯域が 2.4GHz，最大データ転送速度が 11Mbps
であり，カバーレンジが 50～100mである IEEE802.11b
という無線 LANの規格がある．これは，Bluetoothと
同周波数帯域である．このため両者は競合してしまい，

IEEE802.11bのデータ転送速度が低下してしまうという
問題がある．これは，IEEE802.11bが通信を行う際にそ
の通信を行なおうとする周波数が使われていないかを確

認し，空いていれば電波を発するのに対して，Bluetooth
は無条件に電波を発するという通信手段を利用している

ためである．

相手の発信するパケットとの衝突が制御できず，通信を妨害してしま
うこと．

この競合を根本的に解決する方法は技術的には難し

い．微弱な電波であるので両者を接近して使用しなけれ

ば，深刻な競合は発生しないが，両者を分離して設置す

るなど工夫して使う必要がある．

また，同周波数での技術的解決は難しいため，無線

LANは IEEE802.11aという 5GHz帯を使用する次世代
規格への移行が考えられている．

4.2 現状

Bluetoothは，技術的にすばらしいと認知されている．
しかし，製品化はまだまだ乏しい．その要因としては，

製品が出回り始める前に規格のリビジョンアップが頻繁

に行われる事やプロファイル等の使用方法まで詳細に決

定しようとしているために規格の策定に時間がかかって

いることがある．さらに，Microsoft社が同社の次世代
OS「Windows XP」では，当初は Bluetoothのサポー
トを行わないと発表している (4月 4日時点)．4) この

ようなことからも，Bluetooth製品の少なさがうかがわ
れる．

ただし，最近では「Bluetooth Expo 20014」というよ

うな Bluetooth製品の展示会も開催されている．この展
示会では，ノートパソコン用のカードや Bluetoothが内
蔵された腕時計など大量の実機が展示され，実際に動作

する．このようなことからも，Bluetoothは，いよいよ
いっせいにスタートするのではないかと期待されている．

5 おわりに

今後，Bluetoothは発売台数の多い携帯電話に搭載さ
れることによって，爆発的な普及が考えられる．このよ

うに搭載製品が増えると，Bluetoothモジュールコスト
が下がり，さらなる普及が考えられる．

また，携帯電話と PDAが、Bluetooth製品を使い無
線でつながるというような対応機器も現れてきている．

今のところメールの送受信がメイン用途ではあるが，こ

のような普及をきっかけにして，自動販売機において携

帯電話からの支払いが簡単にできるような時代もやって

くると思われる．
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